
№1214
平成22年1月10日

（毎月10日・25日発行）

　　広 報

川 越

時の鐘越しに富士山を望む（市庁舎から）

品格のあるまち、川越へ：２

鏡山酒造跡地が変わります！：４
美術館へ行ってみよう♬：７
　  本丸御殿大改修双六：10
●「社協だより」が折り込まれています。
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。

表通り
裏通り

謹
賀
新
年
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
ご
ろ
か
ら
市
政
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
川
越
を
舞
台
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
つ
ば
さ
」
が
、
3
月
か
ら
9
月
ま
で
放
送

さ
れ
ま
し
た
。
川
越
の
知
名
度
も
全
国
的
に
高
ま
り
、
観
光
客
も
ま
す
ま
す
増
え
て
き
ま
し
た
。
連
続
テ

レ
ビ
小
説
の
舞
台
と
し
て
本
市
が
選
ば
れ
た
の
も
、
先
人
か
ら
受
け
継
ぎ
守
っ
て
き
た
歴
史
や
伝
統
と
、

そ
こ
に
住
む
皆
様
の
活
力
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
川
越
の
魅
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
明

る
く
住
み
よ
い
品
格
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
本
年
も
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
姿
勢
は
、「
改
革
」「
公
正
」「
公
開
」

　

私
は
昨
年
2
月
8
日
の
市
長
就
任
以
来
、「
改
革
」「
公
正
」「
公
開
」
の
三
つ
を
基
本
姿
勢
と
し
て
市

政
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
新
た
な
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
、
健
全
で
持
続

可
能
な
市
政
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、
大
胆
な
改
革
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
市
長
・
副
市
長
の
給
与

や
管
理
職
手
当
の
削
減
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
財
源
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に
取
り
組
む
組
織
体
制
づ
く
り
な
ど
、
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
公
正
・
公
平
な
市
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
市
民
意
見
箱
な
ど
を
通
し
て
、
多
く
の
声
を
お
聴
き
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
の
財
政

状
況
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
市
の
情
報
を
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
、
的
確
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、

説
明
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

品
格
の
あ
る
ま
ち
、
川
越
へ

就
任
後
、
初
め
て
の
新
年
に
さ
い
し
て

昨年11月に実施した一番街の交通社会実験
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本
年
の
主
な
取
り
組
み

　

本
年
は
重
点
施
策
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

第
一
に
「
安
全
で
安
心
な
生
活
の
実
現
」
と
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
は
じ
め
、
小
中
学

校
の
耐
震
化
や
、
歩
道
の
整
備
な
ど
に
よ
る
安
全
安
心
な
道
路
づ
く
り
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
に
「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
と
し
て
、
保
育
所
の
定
員
を
増
員
す
る
な
ど
の
保
育
所
待
機
児
童
対

策
や
、
小
学
生
の
医
療
費
無
料
化
の
段
階
的
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
に
「
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
長
年
の
課
題
で
あ
る
中
心
市
街
地
の
交

通
対
策
や
、
都
市
基
盤
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
外
、
本
年
4
月
に
本
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
川
越
市
資
源
化
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
ご
み
の
減
量
・

資
源
化
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
秋
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
川
越
市
産
業
観
光
館（
鏡
山
酒
造
跡
地
）、
昨
年

イ
メ
ー
ジ
が
決
定
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
新
た
な
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
社
会
の
急
激
な
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
、
事
業
の
必
要

性
や
効
果
な
ど
を
十
分
に
検
討
し
、
有
効
な
施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
都
市
基
盤
の
整
備
や
老
朽
化
し
た
斎
場
な
ど
へ
の
対
応
を
着
実
に
推
進
す
る

た
め
、
都
市
計
画
税
の
税
率
は
現
行
の
0
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
平
成
22
年
度
か
ら
二
年
間
は
0
・
25
パ

ー
セ
ン
ト
、
同
24
年
度
以
降
は
0
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
段
階
的
に
改
定
し
ま
す
。
景
気
が
低
迷
し
て
い

る
中
、
ご
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
将
来
の
世
代
の
負
担
を
可
能
な
限
り
少
な
く
し
、

重
要
な
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
む
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
川
越

　

政
権
が
交
代
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
と
地
方
の
役
割
も
こ
れ
か
ら
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
中
核
市
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
見
極
め
な
が
ら
、
自
主
性
と
自
律
性
の
高
い
行
政
運

営
に
努
め
、
川
越
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
様
が
、「
住
む
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
川
越
」
を

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
な
お
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

元気いっぱい！　園内で遊ぶ子供たち（名細保育園）

熱回収施設の試運転が始まった資源化センター



み
ん
な
で
守
ろ
う
！　
　

文
化
財

　

市
内
に
は
数
多
く
の
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。
人
類
共
通
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
文
化
財
を
、
次
の
世

代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、
私

た
ち
に
課
せ
ら
せ
た
大
き
な
責
務

で
す
。

　

1
月
26
日
㈫
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
次

の
と
お
り
文
化
財
防
火
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日�

時
…
1
月
22
日
㈮
、
午
後
1
時

30
分
～

会�

場
…
喜
多
院
・
仙
波
東
照
宮
・

日
枝
神
社（
小
仙
波
町
一
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
…
文
化
財
保
護
課

TEL
2
2
4
︲
6
0
9
7
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川越市産業観光館　指定管理者の選定
　4月から、川越市産業観光館（鏡山酒造跡地）の管理運営は、指定管理者が行います。これは、民間活力を導入し

経費の削減を行い、市民サービスの向上をより効果的・効率的に達成するために行うものです。指定管理者は公

募し、以下のとおり審査・決定しました。

指定期間＝平成22年4月～同32年3月（10年間）

指定管理者＝株式会社まちづくり川越

審査にあたって
　最初に、産業観光部の指定管理者調査部会で、あらかじめ定めた評価の視点・配点に従い、申請のあった3者か

ら提出された申請書類の審査・プレゼンテーション・申請者への質疑応答を行いました。それらを基に厳正な審

査を行い、指定管理者選定委員会へ結果を報告しました。同調査部会には、飲食・物販といった民間が得意とす

る分野の提案を審査するため、外部から2人の専門家に参加していただきました。

　次に、同選定委員会で同調査部会での評価・報告を踏まえ、さらに総合的な観点から審査を行い、最も適切と

判断した申請者を選定しました。

選定評価の視点、配点、申請者の得点

＊配点および得点

は、調査部会委員

11人の合計です。

＊合計点は、小数

点以下の端数を切

り捨て。

審査講評
㈱まちづくり川越について
　同跡地の立地特性や設置目的を認識した施設構成となっている点や、収益を地域活性化やまちづくりへ活用す

るなど、市民還元への配慮がなされていました。また、十分な初期投資を図り、内装などの魅力創出に配慮がさ

れているなど、業務仕様で求める水準を満たしており、他の申請者よりも優位性が認められました。

Ａ者について
　飲食・物販などの個々の業務に関する実績やノウハウがあり、評価できる点がありました。一方、休館日の考

え方や貸館施設の料金設定など、業務仕様で示している内容と相違している点がありました。

Ｂ者について
　3者中1番多くの売り上げを見込んでいて、多くの集客を行おうとする熱意は感じられました。一方、地域では

ぐくまれた食や特産品を提供するという設置目的、業務仕様で求める水準を満たしていない点がありました。

＊選定の経過について詳しくは、中心市街地活性化推進室・市ホームページで見ることができます。

鏡山酒造跡地　が変わります！ 中心市街地活性化推進室・TEL224－5936
ＦＡＸ226－4102

選定評価の視点 配点 ㈱まちづくり川越 A 者 B 者
地域活性化への貢献 1,980 1,370　　 1,142.5 1,070　
魅力的な施設整備・運営計画 1,100 835　　 630　 565　
利用者サービス、利用満足度の向上 550 326.25 305　 287.5
指定管理業務を安定して行う能力 1,760 1,145　　 1,017.5 962.5
効果的・効率的な維持管理 110 72.5　 65　 65　
合計点 5,500 3,748　　 3,160　 2,950　



20
歳
に
な
っ
た
ら　
　

「
国
民
年
金
」

　

大
人
の
仲
間
に
な
っ
た
20
歳
の

皆
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

「
そ
ん
な
将
来
の
こ
と
な
ん
て
」

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
長
い
人
生
の
間
に
は
、
何
が

起
こ
る
か
分
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

と
き
こ
そ
、
あ
な
た
を
支
え
て
く

れ
る
の
が
国
民
年
金
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す（
学
生
・

外
国
籍
の
方
も
対
象
）。

　

国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
の
老
後

の
収
入
を
老
齢
基
礎
年
金
と
い
う

形
で
保
障
す
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
万
一
、
病
気
や
け
が
な
ど

で
障
害
が
残
っ
た
場
合
の
障
害
基

礎
年
金
や
、
死
亡
し
た
と
き
遺
族

に
支
払
わ
れ
る
遺
族
年
金
が
、
一

定
の
要
件
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
ず
に
い
る
と
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
将
来
を
考
え
て
、
老

後
に
年
金
を
受
け
取
れ
る
よ
う

に
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
ま
し

ょ
う
。

　

な
お
、
就
職
し
て
い
て
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

は
不
要
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
保
険
料
の
免
除
制
度（
納
付

猶
予
）や
、
学
生
の
場
合
は
学
生

納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
…
市
民
課
国
民
年
金

担
当
・
TEL
2
2
4
︲
5
7
6
4

給
与
支
払
報
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

　

給
与
支
払
時
に
所
得
税
を
源
泉

徴
収
し
て
い
る
事
業
主
は
、
給
与

支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
報
告
書
に
は
、

昨
年
一
年
間
に
支
払
っ
た「
給
料
」

「
賞
与
」
な
ど
、
す
べ
て
の
給
与

支
払
金
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
は
、
従
業
員
の
方
が
平

成
22
年
1
月
1
日
現
在
に
住
ん
で

い
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
区
町
村
長

あ
て
で
す
。

　

な
お
、
昨
年
中
に
退
職
し
た
方

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

給
与
所
得
の
ほ
か
に
所
得
が
な

い
方
は
、
こ
の
報
告
書
が
事
業
所

か
ら
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

市
・
県
民
税
の
申
告
を
済
ま
せ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

提�

出
期
限
・
場
所
…
2
月
1
日
㈪

ま
で
に
市
民
税
課（
本
庁
舎
二

階
）

問�

い
合
わ
せ
…
市
民
税
課
個
人
住

民
税
担
当

TEL
2
2
4
︲
5
6
4
0
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川越市産業観光館の愛称を募集

　川越市産業観光館（鏡山酒造跡地）の、親しみやすい、施設にふさ

わしい愛称を募集します。募集案内は、1月12日㈫から中心市街地

活性化推進室（本庁舎5階）・庁舎案内（同1階）・公民館・出張所・連

絡所・本川越駅証明センター・文化会館・鏡山酒造跡地で配布します。

採用された方には、図書カードをプレゼントします。

　3月末まで暫定活用する同跡地。10月に、地域食材や特産品を提

供する飲食・物販施設、観光案内所のほか、市民活動の拠点となる

会議室やギャラリーを備える施設として生まれ変わります。この施

設は地域産業への理解を深め、市民と観光客の交流を促進し、地域

の活性化を図ることを目的としています。

応募資格…市内在住・在勤・在学

応�募規定…①応募作品は自作、未発表、未応募のものに限ります②

同一作品で、複数応募はできません③応募作品の著作財産権は川

越市に帰属します④応募作品を修正することがあります⑤採用さ

れた方の氏名などは公表します⑥いただいた個人情報は、目的外

に使用しません⑦同じ名称の応募が多数の場合は抽選とします

応�募方法…応募用紙または任意の用紙（1応募1用紙）に、愛称名（ふ

りがな）・愛称名の説明、住所、氏名（ふりがな）、電話番号、在勤・

在学の場合は勤務先または学校名を明記し、2月1日㈪（消印有効）

までに、〒350－8601川越市役所中心市街地活性化推進室（ファ

クス可）

＊市ホームページでも応募できます。

鏡山酒造跡地　が変わります！



「
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置

等
事
業
計
画
書
」
の
縦
覧

 

「
川
越
市
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置

等
紛
争
の
予
防
及お

よ

び
調
整
条
例
」

に
基
づ
き
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の

設
置
を
計
画
し
て
い
る
事
業
者
か

ら
、
同
事
業
計
画
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
事
業
計
画
書
と
生
活
環
境
保

全
対
策
書
の
縦
覧
を
、
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
廃
棄
物
処
理
施
設

の
設
置
に
関
係
す
る
市
民
の
方

は
、
生
活
環
境
保
全
上
の
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
意
見
書
の
用
紙
は
、
産
業
廃
棄

物
指
導
課（
本
庁
舎
五
階
）・
芳
野

出
張
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

事
業
者
…
埼
玉
金
属
㈱

施�

設
の
設
置
場
所
…
芳
野
台
二
丁

目
八
︲
四

縦�

覧
期
間
…
1
月
15
日
㈮
～
2
月

15
日
㈪

縦�

覧
場
所
…
産
業
廃
棄
物
指
導

課
・
芳
野
出
張
所

意�

見
提
出
期
間
…
3
月
1
日
㈪
ま

で
（
縦
覧
期
間
中
に
説
明
会
が

終
了
し
な
い
場
合
、
説
明
会
終

了
日
翌
日
か
ら
二
週
間
ま
で
）

意�

見
の
提
出
方
法
…
意
見
書
の
用

紙
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
〒
3
5
0
︲

8
6
0
1
川
越
市
役
所
産
業

廃
棄
物
指
導
課

問�

い
合
わ
せ
…
産
業
廃
棄
物
指
導

課
・
TEL
2
2
4
︲
5
4
2
1

二
〇
一
〇
年
世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

　

2
月
1
日
を
基
準
日
に
、
全
国

一
斉
に
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
農
林
水
産
省
が
実
施
す
る
も
の

で
、
農
家
や
林
家
な
ど
す
べ
て
の

農
林
業
関
係
者
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
1
月
中
旬
か
ら
、
県
知
事
が

任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
票
の
記

入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県

の
施
策
立
案
の
基
礎
資
料
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
情
報
統
計
課

TEL
2
2
4
︲
5
5
6
1

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

入
居
者
募
集

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者

に
、
市
が
民
間
か
ら
借
り
上
げ
て

い
る
ア
パ
ー
ト
を
お
貸
し
し
ま

す
。
募
集
は
二
室（
選
考
）で
す
。

入
居
資
格

　

満
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

で
、
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

方
で
す
。

①�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま

た
は
市
・
県
民
税
が
非
課
税

②�

市
内
に
引
き
続
き
二
年
以
上
住

ん
で
い
る

③�

現
在
、
立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ

て
い
る
な
ど
で
、
緊
急
に
住
宅

が
必
要

④�

独
立
し
て
通
常
の
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る

所�

在
地
…
霞
ケ
関
北
六
丁
目
六
‐

二
九
・
第
二
こ
と
ぶ
き
荘

間�

取
り
…
和
室
六
畳
・
台
所
・
浴

室
・
ト
イ
レ

家�
賃
…
五
千
円
～
二
万
円（
前
年

度
の
収
入
に
よ
り
算
定
。
保
証

金
不
要
。
光
熱
水
費
な
ど
は
自

己
負
担
）

申�

し
込
み
…
高
齢
者
い
き
が
い
課

（
本
庁
舎
一
階
）に
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
1

月
22
日
㈮
ま
で
に
同
課

問�

い
合
わ
せ
…
高
齢
者
い
き
が
い

課
・
TEL
2
2
4
︲
5
8
0
9
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　川越市マスコットキャラクターが決定しました。

　このマスコットキャラクターの愛称を募集。採用された方には、

商品券1万円と副賞をプレゼント！

応�募方法…ハガキに、愛称名（ふりがな）・愛称名の説明、住所・氏

名・年齢・電話番号を明記し、1月25日㈪（消印有効）までに〒

350－8601川越市役所観光課（ファクス可。市ホームページか

らも応募できます）

選考方法…選考委員会で選考（同じ名称の応募が多数の場合は抽選）

問い合わせ…観光課・TEL224－5940・ＦＡＸ226－4102

川越市マ
スコット　 　　キャラクター決定

みんなで
愛称を
考えてね



	 7	 広報川越№1214・2010.1.10	 川越市役所・TEL049−224−8811　http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

市立美術館
TEL228－8080・ＦＡＸ228－7870美術館へ行ってみよう♬

特別公開・相原求一朗＜北の十名山＞
1月5日㈫～3月28日㈰

　川越市名誉市民の洋画家・相
あい

原
はら

求
きゅう

一
いち

朗
ろう

（1918～1999）。＜北の十名山＞は、北海道内の名峰を描いた晩年の連

作で、川越の友好都市・中
なか

札
さつ

内
ない

村にある相原求一朗美術館の代表的な作品です。

　今回、同館の協力で、＜北の十名山＞全10点を作家の地元川越で初めて公開します。また、同館が所蔵する作

家の素描20点も展示します。詩情あふれ

る自然の風景画の世界を、お楽しみくださ

い。

　美術館職員による鑑賞会「ジロジロツア

ー」を実施します。日時は、1月22日㈮、

午後2時から。定員は先着20人。申し込み

は、1月15日㈮、午前9時から電話・ファ

クスで同館。観覧料が必要です。

観�覧料…一般＝200円（160円）▶大学生・
高校生＝100円（80円）▶中学生以下・
障害者手帳持参の方＝無料

＊（ ）内は20人以上の団体料金。

潮
しお

騒
さい

に屹
そばだ

つ《利尻岳》（1995年）

特別展・色彩の詩人　脇田和
1月16日㈯～3月14日㈰

　脇
わき

田
た

和
かず

（1908～2005）は、ベルリン国立美術学校で人体

デッサンや版画の技術を学びました。戦後はヴェネチア・ビ

エンナーレ国際展に出品するなど国内外で活躍し、豊かな色

彩感覚を画面に響かせています。子供や鳥、花といった身近

なモチーフに温かい眼差しを注ぎました。

　同展では、脇田美術館所蔵の作品を中心に、ベルリン留学

時代の作品を含む初期から晩年までの油彩の代表作約50点、

素描・版画など約10点を一堂に展示し、独自の美意識で作

品を描き続けた脇田和の世界を紹介します。

　学芸員による展示解説を実施します。日時は、2月13日㈯・

3月7日㈰、午後2時から。当日直接同館にお越しください。

観覧料が必要です。

観�覧料…一般＝500円（400円）▶大学生・高校生＝250円
（200円）▶中学生以下・障害者手帳持参の方＝無料

＊（ ）内は20人以上の団体料金。
●「脇田和の素顔（仮題）」講演会
日時…2月20日㈯、午後2時～3時30分　講師…脇田美術
館理事長・脇田智

さとし

さん　定員…先着80人　経費…無料　申
し込み…1月17日㈰、午前9時から電話・ファクスで同館 一つ咲く花（1996年）

休館日＝月曜日（1月11日㈷・3月22日㉁は除く）、1月12日㈫、3月23日㈫、3月30日㈫
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人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

と
も
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
⑥

人
権
推
進
課
・
TEL
2
2
4
︲
5
5
7
9

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
自
立
生
活
問
題
研
究
所
所
長
・
谷た

に

口ぐ
ち

明あ
き

広ひ
ろ

さ
ん
を
招
い
て
行
っ
た
、
人

権
問
題
講
演
会
の
要
旨
を
人
権
推
進
課
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
よ
く
言
っ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
た
土
地
で
育
ち
、
学
校
に
通
い

卒
業
し
て
も
、
そ
の
土
地
で
ず
っ
と
生

活
で
き
る
よ
う
な
地
域
が
、
ノ
ー
マ
ル

な
地
域
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
そ
う
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、「
交
通

事
故
で
車
い
す
に
な
っ
た
か
ら
、
こ
の

土
地
を
離
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

た
ら
つ
ら
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。「
今

の
家
は
、
車
い
す
に
乗
っ
て
も
住
め
ま

す
か
」
と
聞
い
た
ら
、
皆
さ
ん
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
首

を
横
に
振
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、
車
い
す
に
な
っ
て
も
、

今
の
家
に
住
み
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る
方

は
、住
宅
改
造
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

そ
う
し
た
ら
、住
め
る
か
も
し
れ
な
い
。

玄
関
の
段
差
を
削
っ
た
ら
、
住
め
る
か

も
し
れ
な
い
。
家
の
中
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
付
け
て
く
れ
た
ら
、
住
め
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
費
用

は
誰
が
出
す
ん
で
す
か
。
重
度
障
害
者

の
住
宅
改
造
資
金
と
い
う
も
の
が
、
ち

ゃ
ん
と
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
ど
ん
な

身
体
に
な
っ
て
も
、
ど
ん
な
ふ
う
に
変

わ
っ
て
も
、
ず
っ
と
今
の
場
所
で
住
み

続
け
ら
れ
る
。
こ
れ
が
「
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。「
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
障
害
の
あ
る
方
だ

け
の
た
め
に
、
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
一
般
市
民
の
方
、

お
年
寄
り
の
方
、
子
供
た
ち
、
み
ん
な

が
普
通
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
ろ

う
ね
」
と
い
う
願
い
を
込
め
た
言
葉
で

す
ね
。

 

「
障
害
の
あ
る
人
た
ち
へ
の
理
解
を
深

め
て
く
だ
さ
い
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ど
う
や
っ
た
ら
理
解
が
深
ま

る
か
。
今
日
の
私
の
講
演
会
を
聞
い
て

い
た
だ
い
た
ら
深
ま
る
か
と
い
う
と
、

な
か
な
か
深
ま
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
あ

く
ま
で
も
、
一
つ
の
き
っ
か
け
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。

　

私
は
皆
さ
ん
へ
、
三
つ
の
「
あ
い
」

の
お
話
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
つ
づ
く
）

問い…川越市の国民健康保険税額はどのようにして決まるのですか。
答え…被保険者の前年の所得と世帯の被保険者数によって決まります。
　国民健康保険税は、医療保険分・後期高齢者支援金等分・介護保険分（40歳～64歳）か
らなり、これらの合計が税額です。それぞれ、被保険者の所得に基づく所得割額と人数に
より計算する均等割額があります。所得割額は、被保険者の前年所得金額から33万円を
控除後、所得割税率を掛けて計算します。均等割額は、一人当たりの額に、世帯の被保険
者の人数を掛けて計算します。世帯主が社会保険に加入していても、世帯内に国民健康保
険の加入者がいれば、納税義務者は世帯主になります。
問い合わせ…国民健康保険課国保資格担当・TEL224−5836

か
わ
ご
え施

設
め

ぐ

り

農
産
物
直
売
所（
農
政
課
）

TEL
2
2
4
‐
5
9
3
9　

農
産
物
直
売
所
は
、
地
元

で
収
獲
し
た
、
安
全
で
新
鮮

な
農
産
物
を
供
給
す
る
た

め
、
福
原
、
芳
野
地
区
の
二

か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。「
福
菜
」
で
は
、
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
（
環
境
に
配
慮

し
た
農
業
）の
認
定
を
受
け

た
生
産
者
た
ち
が
、
収
穫
し

た
野
菜
を
販
売
。「
伊
佐
沼
」

で
は
、
野
菜
の
ほ
か
、
地
場

産
小
麦
で
作
っ
た
手
打
ち
う

ど
ん
や
田
舎
ま
ん
じ
ゅ
う
な

ど
の
加
工
品
も
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

サ
ト
イ
モ
や
大
根
な
ど
の

冬
野
菜
が
旬
を
迎
え
、
新
鮮

な
野
菜
を
買
え
る
直
売
所

は
、
こ
れ
か
ら
も
に
ぎ
わ
い

そ
う
で
す
。

福原出張所

福原小学校

福菜

関
越
自
動
車
道

中福

福原中学校福原中学校

農
業
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

農
業
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

国
道
２
５
４
号

伊
佐
沼

伊佐沼
農産物直売所
伊佐沼
農産物直売所

～ 

・ 

～ 

・ 

～ 

・ 

～ 

・ 

～ 

・ 

～ 

・ 

～ 

・ 

～ 

・ 

～ 

・ 

～

伊佐沼農産物直売所伊佐沼農産物直売所 農産物直売所「福菜」農産物直売所「福菜」
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短
歌
・
俳
句
・
川
柳

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳

角か
ど

ま
が
り
又ま

た

曲
が
り
て
も
影
は
な
し
炎え

ん

天て
ん

の
も
と
歩
む
は
ひ
と
り

林
久
子（
小
仙
波
町
二
丁
目
）

寒
き
夜
も
道
に
出
て
我
を
待
ち
て
い
し
母
の
齢

よ
わ
い

に
な
り
し
と
思
う

唐
沢
順
子（
川
鶴
三
丁
目
）

あ
り
し
日
は
筵

む
し
ろ

広
げ
し
濡ぬ

れ

縁え
ん

を
亡な

き

骸が
ら

の
母
担か

つ

が
れ
出い

づ
る

曽
根
田
恵
美
子（
山
田
）

軒
下
の
江
戸
風
鈴
は
揺
れ
も
せ
ず
雲
ゆ
つ
く
り
と
満
月
か
く
す

福
田
ふ
み
子（
郭
町
一
丁
目
）

薄う
す

物も
の

の
母
の
和
服
が
合
ふ
歳と

し

に
な
れ
ど
知
ら
ざ
る
母
の
そ
の
頃こ

ろ

小
峯
綾
子（
南
台
二
丁
目
）

星
月
夜
地
球
自
転
の
音
を
聴
く

中
村
潤
子（
霞
ケ
関
北
三
丁
目
）

バ
ト
ン
か
ら
バ
ト
ン
へ
秋
の
日
を
弾は

じ

く

加
藤
喜
美
子（
伊
勢
原
町
五
丁
目
）

手
の
内
の
ジ
ョ
ー
カ
ー
一
枚
星
飛
ん
で

高
瀬
チ
エ
子（
東
田
町
）

秋
天
の
真
っ
只た

だ

中
へ
騎
馬
少
女

横
溝
幸
子（
霞
ケ
関
東
二
丁
目
）

母
の
家
失う

せ
こ
す
も
す
の
浄
土
な
る

橘
木
悦
子（
霞
ケ
関
東
五
丁
目
）

朗
報
へ
千
六
本
の
い
い
リ
ズ
ム

中
林
和
子（
野
田
町
一
丁
目
）

居
酒
屋
で
会
い
病
院
で
ま
た
出
会
い

吉
川
純
太（
吉
田
新
町
二
丁
目
）

レ
ン
タ
ル
で
我
慢
を
さ
せ
た
晴
れ
姿

田
中
耕
平（
笠
幡
）

高
層
が
聳そ

び

え
て
隠
す
蔵
の
街

北
川
ふ
じ
子（
三
久
保
町
）

ま
た
お
逢あ

い
し
ま
し
た
宿
の
露
天
風
呂

和
田
ふ
み
の（
松
江
町
二
丁
目
）

　

川
越
市
民
憲
章
に
は
、「
文
化
の
香
り
た
か
い
ま
ち
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
教
育

委
員
会
と
川
越
市
文
化
団
体
連
合
会
の
共
催
で
市
民
文
化
祭
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
芸
術
・
文
化

活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

正
月
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
時
期
。
こ
こ
で
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
市

民
文
化
祭
の
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
で
入
選
し
た
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
・
TEL
2
2
2
‐
1
3
9
4

きれいに使おう　みんなの地下道
　新河岸駅南側の踏切。遮断機が下りると、線路の反対側の道路に
向かうため、地下道を通る人が増えます。「とかく暗い、汚い」と
思われがちな地下道は、通ることを敬遠しがち。ところが、この地
下道は、節電のため昼間は一部の照明を消しているにもかかわらず、
暗い感じがしません。壁の両側には、幅5ｍ・高さ1ｍほどの、明
るい色をたくさん使った絵が飾られています。急ぎ足の人も、ちら
っと視線を向けながら通り過ぎて行きます。
　これらの絵は、市内中学校の生徒の皆さんが制作。同駅の地下道
では、砂中学校の生徒が、昨年の夏に制作を始めた力作2点が、12月にお目見え。そのうちの1枚は、川越の昔懐かしい
風景の中を、女の子が白いハトに乗り、羽ばたいていく様子をイメージしたもの。制作した生徒たちの、「壁画をたくさん
の人に見てもらい、初めて訪れた人にも、川越の雰囲気や様子を知ってもらいたい」との気持ちが込められています。

　また、川越駅西口の地下道にも壁画が飾られています。ここでは、
平成3年から壁画が飾られ、名

な

細
ぐわし

中学校の生徒の皆さんが52作目とな
る絵を制作中。間もなく、新作がお目にかかれます。
　「明るく楽しく通勤、通学できる地下道」、「遠回りしてでも通ってみ
たくなるような地下道」。これからも気持ち良く使っていくために、心
無いいたずらなどで生徒の皆さんの心を無駄にしないよう、明るくき
れいな地下道にしていきましょう。
問い合わせ…新河岸駅地下道＝道路環境整備課・TEL224－6029
　　　　　　川越駅西口地下道＝環境政策課・TEL224－5866

（左の絵）「楽しい海の世界」
（右の絵）「パノラマ“川越 „の世界」
（左の絵）「楽しい海の世界」
（右の絵）「パノラマ“川越 „の世界」

名細中学校での制作風景名細中学校での制作風景



ふりだしふりだし
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44
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＊17番の答え＝①初雁の杉②霧吹きの井戸③人身御供（ひとみごくう）　　　　　　　　　　④片葉の葦（あし）⑤よな川の小石供養⑥天神洗足の井水（てんじんみたらしのせいすい）⑦城中蹄（ひづめ）の音 ＊17番の答え＝①初雁の杉②霧吹きの井戸③人身御供（ひとみごくう）　　　　　　　　　　④片葉の葦（あし）⑤よな川の小石供養⑥天神洗足の井水（てんじんみたらしのせいすい）⑦城中蹄（ひづめ）の音 ＊10番の答え＝松平斉典（まつだいらなりつね） ＊10番の答え＝松平斉典（まつだいらなりつね）

床下から発見された、先生用のも
のさし。算数が嫌いな子が隠して
しまったのかもしれません。

5月30日に行われた見学会の様子。野地板が外された屋根。
整然と並ぶ野垂木（のだるき）は、まさに芸術的。
5月30日に行われた見学会の様子。野地板が外された屋根。
整然と並ぶ野垂木（のだるき）は、まさに芸術的。

床下から古銭
が見つかる。
3つ進む。

お団子？　大工さん
はお腹がすいていた
のでしょうか。木を
組む位置の目印とし
て書かれた絵です。

お団子？　大工さん
はお腹がすいていた
のでしょうか。木を
組む位置の目印とし
て書かれた絵です。

工事見学会 (5月30日実施 )
参加者の声

吉
よし

野
の

友
ゆ

季
き

子
こ

さん（新宿町2丁目）
　40年ほど前に、お茶会をし
たことを思い出しました。杉戸
絵の前でのお点前は、今考える
とぜいたくでしたね。修理は、
もっと簡単にするのかと思いま
したが、床板もすべてはがし、
骨組みになった屋根を見たとき
には、驚きました。

見学会の様子見学会の様子

次の人のサイコロを振り、同じ
数だけ自分も進む。

本丸御殿  大改修双
すご

六
ろく

本丸御殿  大改修双
すご

六
ろく

表通り
裏通り

本丸御殿を再建した松平大和守家は徳川
家の親藩。軒先の巴瓦（ともえがわら）に
葵（あおい）の紋を見ることができます。

　川越城本丸御殿は、焼失した二の丸御殿に代わって本丸に再
建された城主の住居。嘉

か

永
えい

元年（1848）の竣工から今年で162年
目になります。明治4年の廃藩以来、県庁、公会所、たばこ工場、
武道修練道場（武徳殿）、校舎などに利用され、昭和42年に解体
修理が行われました。今回は、そのとき以来42年ぶりの大改修。
日本100名城に選ばれた川越城。この改修の模様を双六にして
みました。見事あがると、あなたも本丸御殿通 !?
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鬼瓦を運ぶ。鬼瓦を運ぶ。
1回休み。

武徳殿として使われていた
とき、床下に埋められたか
め。剣道などで、床板を踏
み込む音を反響させるため
に置かれたそうです。

武徳殿として使われていた
とき、床下に埋められたか
め。剣道などで、床板を踏
み込む音を反響させるため
に置かれたそうです。

新 し い 瓦 が
出来上がる。
新 し い 瓦 が
出来上がる。
２つ進む。

川越城の七不思議
をすべて言えたら
あがり。言えなか
ったら、一回休み。

川越城本丸御殿は平成23年3月オープン（予定）

建物北側の鬼瓦。高さは1ｍほ
ど。近くで見ると迫力満点。
建物北側の鬼瓦。高さは1ｍほ
ど。近くで見ると迫力満点。

＊17番の答え＝①初雁の杉②霧吹きの井戸③人身御供（ひとみごくう）　　　　　　　　　　④片葉の葦（あし）⑤よな川の小石供養⑥天神洗足の井水（てんじんみたらしのせいすい）⑦城中蹄（ひづめ）の音 ＊17番の答え＝①初雁の杉②霧吹きの井戸③人身御供（ひとみごくう）　　　　　　　　　　④片葉の葦（あし）⑤よな川の小石供養⑥天神洗足の井水（てんじんみたらしのせいすい）⑦城中蹄（ひづめ）の音

三角定規が、床下
から見つかる。
三角定規が、床下
から見つかる。
もう一度サイコロ
を振る。

唐破風が見たく
なる。8に戻る。

奈良から届いた瓦、いよいよ
瓦ぶき工事の始まりです。
奈良から届いた瓦、いよいよ
瓦ぶき工事の始まりです。

本丸御殿のシンボル、銅板をふきたての玄関
の唐破風。屋根囲いが外され、雨に当たると、
たちまち色が黒ずんでしまうそうです。

本丸御殿のシンボル、銅板をふきたての玄関
の唐破風。屋根囲いが外され、雨に当たると、
たちまち色が黒ずんでしまうそうです。

現存する本丸御殿が完成したときの城主を言えた
ら2つ進む。

工事見学会 (11月28日実施 )　参加者の声

内
ない

藤
とう

雄
たか

大
ひろ

くん（14歳）
　城に興味があり、
本丸御殿には、よく
来ます。見学会は、
友達と参加しまし
た。普段、同じ高さ
の目線では見るこ
とができない屋根
や、雨に当たって色が変わる前の唐破風の銅板ぶ
きを間近に見ることができて良かったです。

が出たら4に戻る。

が出たらあがり。

本丸御殿の歴史を

再確認！

本丸御殿の歴史を

再確認！

ふりだしに戻る。

1313

継
手（
つ
ぎ
て
）で
柱
を

補
強
。こ
れ
ぞ
職
人
技
。

継
手（
つ
ぎ
て
）で
柱
を

補
強
。こ
れ
ぞ
職
人
技
。

見学会の様子見学会の様子

77

88

66

99
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　上下左右に隣り合う絵……。
　川越にゆかりのある彫刻家・
長
なが

澤
さわ

英
ひで

俊
とし

さんの作品18点が市
に寄贈されました。これらは、
ドローイング（素描）といわれ
るもの。鉛筆のほか、薄い銅
板を酸化させて作った緑色と、
銅本来の色を組み合わせて描
いた作品もあります。ここで
は、寄贈作品の一部を紹介。
　実は、それぞれ別の作品。
作家の意図がどこにあるのか、
今から展示が待たれます。

な

作品はすべて、《ドローイング》2008年

ア

川
ー

ト

越

82特
別
編
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